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本
年
4
月
で
、川
崎
市
は
人
口
1
5
0
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。2
0
3
0
年
を

ピ
ー
ク
に
約
1
5
2
万
人
ま
で
増
え
て
い
く
と
あ
り
ま
し
た
が
、今
回
、将
来
人
口
推
計

が
改
め
て
公
表
さ
れ
約
1
5
8
万
人
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、何
故
推
計
調
査
の
差
が
出
た
の
か
、1
5
0
万
人
都
市
を
ど
の
よ
う
に
発
信

し
て
い
く
の
か
、記
念
事
業
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　

答
弁
で
は
、平
成
2
7
年
の
国
勢
調
査
結
果
に
お
い
て
、前
回
推
計
を
上
回
り
若
い
世

代
を
中
心
と
し
た
転
入
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。1
5
0
万
人
を
突
破
し
た
今
を
、こ
れ

ま
で
の
川
崎
が
培
っ
て
き
た「
成
長

力
」と「
多
様
性
」を
活
か
し
、本
市
の

多
彩
な
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
。記
念

事
業
と
し
て
は
、川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ

市
制
記
念
試
合
で
1
5
0
万
人
都
市

記
念
の
ビ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
を
掲
出
、花

火
大
会
や
市
民
祭
り
に
お
い
て
も

ア
ー
カ
イ
ブ
映
像
を
活
用
し
た
動
画

に
よ
る
Ｐ
Ｒ
等
を
予
定
し
て
い
る
と
、

あ
り
ま
し
た
。

　

我
々
は
、人
口
増
は
税
収
増
に
つ
な

が
る
が
、市
内
拠
点
駅
周
辺
は
、人
口

増
に
耐
え
得
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
充

分
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
必
要
な
施
策
を
提
案
し
、

実
行
に
移
し
て
参
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
本
店
に
お
け
る
自
民
党
農
林
部
会
長
・
小
泉
進
次
郎
代
議
士
の
講

演
の
意
義
に
沿
っ
て
、川
崎
市
の
農
業
分
野
の
発
展
を
目
的
と
し「
川
崎
の
都
市
農
業
を

推
進
す
る
会（
会
長
：
石
田
康
博
前
議
長
）」を
発
足
。定
期
的
に
農
業
研
修
会
・
勉
強
会

を
開
催
し
、川
崎
市
の
農
業
分
野
の
課
題
を
行
政
へ
と
訴
え
続
け
て
お
り
ま
す
。本
定
例

会
で
は「
生
産
緑
地
制
度
の
2
0
2
2
年
問
題（
生
産
緑
地
指
定
の
告
示
か
ら
3
0
年

を
迎
え
る
と
、営
農
義
務
が
消
滅
・
自
治
体
へ
買
取
申
し
出
が
可
能
と
な
り
、大
量
の
農

地
が
住
宅
用
地
と
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
）」に
つ
い
て
取
り
上
げ
、具
体
的
な
対
策
を
市

長
及
び
関
係
局
に
答
弁
を
求
め
ま
し
た
。

　

関
係
局
か
ら
は「
新
規
就
農
者
の
増
大
・
6
次
産
業
化
の
推
進
等
に
関
し
て

取
組
み
、農
地
の
維
持
・
保
全
を
図
る
」市
長
か
ら
は「
都
市
農
地
は
農
業
生
産

だ
け
で
な
く
緑
地
・
環
境
・
防
災
・
教
育
等
の
多
面
的
機
能
を
有
す
る
貴
重
な
財

産
と
し
て
、次
世
代
に
残
す
べ
き
で
あ
る
」と
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

我
々
は
自
ら
農
業
体
験
を
行
う
事
で
、農
業
に
携
わ
る
方
々
の
苦
労
・
悩
み
又
は

収
穫
等
の
喜
び
を
、少
し
で
も
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。本

年
よ
り
農
園
に
て
種
蒔
、定
植
、収
穫
等
に
関
し
て
指
導
を
戴
き
な
が
ら
進
め
、

一
層
の
理
解
と
将
来
に
向
け
て
課
題
解
決
に
対
し
て
望
ん
で
参
り
ま
す
。

　

急
激
な
人
口
増
加
地
域
や
そ
の
付
近
の
主
要
駅
周
辺
で
は
、地
下
高
騰
等
で
保
育
事

業
者
の
参
入
が
控
え
ら
れ
、こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
整
備
を
進
め
て
い
る

の
か
、ま
た
保
育
士
確
保
へ
の
取
り
組
み
を
伺
い
ま
し
た
。

　

保
育
所
の
整
備
で
は
、定
員
枠
の
拡
大
に
向
け
民
間
事
業
者
活
用
型
整
備
事
業
に
お

い
て
、保
育
需
要
が
増
大
す
る
主
要
駅
周
辺
な
ど
交
通
利
便
性
が
高
い
エ
リ
ア
を
重
点

整
備
地
区
に
指
定
し
、鉄
道
事
業
者
の
協
力
の
も
と
、鉄
道
用
地
を
活
用
し
た
整
備
を

積
極
的
に
進
め
て
い
る
、ま
た
今
後
に
つ
い
て
は
新
た
な
人
口
推
計
や
保
育
需
要
の
見
込

み
を
勘
案
し
進
め
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、保
育
士
の
確
保
で
は
、就
職
相
談
会
・
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
・
保
育
士
試
験
対
策

講
座
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、各
保
育
事
業
者
が
新
た
に
必
要
と
な
る
保
育
士
を
確
実
に

確
保
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
と
の
事
で
す
。

　

引
き
続
き
、子
育
て
し
や
す
い
街
・
川
崎
市
の
実
現
を
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

　

平
成
２
７
年
で
約
３
万
人
の
認
知
高
齢
者
は
、平
成
３
７
年
に
約
４
万
3,
6
0
0
人
に

増
加
す
る
と
代
表
質
問
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
視
点
か
ら
質
問
し
た
所
、在
宅
療
養
者
の
家
族
の
不
安
、負
担
の
軽
減
や
一
体

的
な
支
援
体
制
の
構
築
が
課
題
。川
崎
市
医
師
会
を
始
め
医
療
・
介
護
関
係
団
体
で
構
成

す
る
川
崎
市
在
宅
療
養
推
進
協
議
会
を
通
じ
、支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

認
知
症
の
早
期
発
見
・
対
応
に
向
け
た
支
援
と
し
て
、Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｃ
事
業
は
来
年
度
か
ら
全

区
で
実
施
す
る
。「
認
知
症
あ
ん
し
ん
生
活
実
践
塾
」を
開
催
す
る
な
ど
、当
事
者
の
視
点

に
立
っ
た
支
援
強
化
を
し
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
、再
質
問
、再
々
質
問
で
は
、い
わ
ゆ
る
独
居
老
人
に
対
し
て
、地
域
住
民
組

織
で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
っ
て
い
く
。認
知
症
予
防
と
し
て
の
口
腔
ケ
ア
の
充
実
強
化
策

等
す
る
べ
き
で
は
と
の
問
い
に
対
し
、い
ず
れ
も
前
向
き
な
答
弁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
議
長
新
正
副
団
長
に
よ
り 

第
2
回
川
崎
市
市
議
会
定
例
会
に
臨
む

認
知
症
対
策
と
し
て

待
機
児
童
対
策

　

水
防
法
改
正（
Ｈ
２
７
）に
伴
い
国
土
交
通
省
よ
り
新
た
な
浸
水
想
定
区
域
等
が
公

表
さ
れ
、川
崎
市
に
お
い
て
も
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ（
川
崎
区
・
幸
区
）を
改
定
致
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、多
摩
川（
２
０
０
年
に
１
回
程
度
の
確
率
）と
鶴
見
川（
１
５
０

年
に
１
回
程
度
の
確
率
）の
設
定
を
、両
河
川
共
に
１
０
０
０
年
に
１
回
程
度
発
生
す

る
可
能
性
の
あ
る
降
雨
量
を
上
回
る
設
定
に
変
更
し
、浸
水
区
域
・
浸
水
深
・
持
続
時

間
・
家
屋
等
氾
濫
想
定
区
域
な
ど
を
更
新
・
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

被
害
想
定
の
大
き
い
地
域
へ
の
よ
り
一
層
の
周
知
を
問
い
、町
内
会
・
自
治
会
を
通
じ

た
出
前
講
座
の
開
催
等
で
し
っ
か
り
と
対
応
す
る
旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
原
区
以
北
の
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、来
年
３
月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、様
々
な
災
害
に
し
っ
か
り
と
備
え
る
よ
う
要
請
し
て
参
り
ま
す
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
改
定

　

等
々
力
陸
上
競
技
場
第
2
期
整
備「
整
備
の
基
本
方
針
」（
案
）に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

Q
1　

第
1
期
整
備
で
、メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
た
が
、市
民
満
足
度
は
、ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
の
か
？

Ａ
１　

4
7
0
名
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、9
6
.
4
％
か
ら
好
評
価
を
得
ら

れ
た
。

Q
2　

2
0
1
9
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、2
0
2
0
東
京
五
輪
に
対
し
て
、キ
ャ
ン

プ
地
誘
致
を
行
う
際
に
、競
技
場
に
プ
ー
ル
が
あ
る
事
が
条
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、

見
解
は
？

Ａ
2　

今
回
の
増
改
築
案
で
は
、既
存
ス
タ
ン
ド
の
一
部
を
残
し
て
の
整
備
で
あ
る
事
か

ら
、プ
ー
ル
の
複
合
化
は
難
し
い
。

最
後
の
質
問
に
対
し
て
、改
め
て
質
問
致
し
ま
し
た
。

Ｑ　
　

等
々
力
緑
地
は
、以
前
屋
外
プ
ー
ル
が
あ
り
、賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
が
、解
体
撤

去
さ
れ
た
。今
後
の
展
開
は
？

Ａ　
　

プ
ー
ル
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
し
て
ま
い
り
た
い
。

考
察
―
最
後
の
答
弁
は
非
常
に
前
向
き
な
答
弁
で
し
た
の
で
、現
在
計
画
さ
れ
て
い
る

（
仮
称
）多
摩
川
大
橋
も
含
め
て
考
え
れ
ば
、市
内
外
問
わ
ず
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の

観
点
か
ら
も
様
々
な
賑
わ
い
を
見

せ
る
公
園
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
ま

す
。す
べ
り
台
が
あ
る
プ
ー
ル
を
作

る
等
し
て
、市
民
の
皆
様
が
心
の
底

か
ら
わ
く
わ
く
す
る
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

わ
く
わ
く
で
き
る
公
園
整
備
が

　
市
民
の
笑
顔
を
作
る
‼

150
万
人
を
抱
え
た
川
崎
市
の
将
来
に
向
け
て

　

今
、行
過
ぎ
た
自
国
第
一
主
義
や
民
族
至
上
主
義
な
ど
が
世
界
を
席
巻
し
、

過
剰
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
は
闇
と
な
っ
て
世
界
中
に
拡
が
り
つ
つ
あ
り
、人
々
は
漠

然
と
し
た
、或
い
は
、確
た
る
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
代
を
背

景
と
し
て
、今
年
、本
市
は
人
口
１
５
０
万
人
を
突
破
し
、新
た
な
領
域
へ
と
進

み
ま
し
た
。

　

発
展
と
課
題
は
表
裏
一
体
で
す
。着
実
に
人
口
減
少
社
会
は
到
来
し
、総
人
口

の
ピ
ー
ク
と
生
産
年
齢
人
口
、老
年
人
口
、年
少
人
口
の
ピ
ー
ク
の
違
い
に
よ
る

「
歪
み
」の
政
策
的
な
解
消
は
必
須
で
あ
り
、ま
た
人
口
の
更
な
る
高
密
度
化
に

よ
る
災
害
リ
ス
ク
は
極
め
て
高
く
な
り
ま
す
。現
状
を
客
観
的
に
考
察
す
れ
ば
、

日
本
及
び
川
崎
市
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
も
は
や
有
事
で
あ
り
、未
体
験
の

喫
緊
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。古
き
皮
袋
に
新
し
き
酒
は
汲
め
な
い
、と
い

う
賢
人
の
諺
が
あ
り
ま
す
が
、こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、寛
容
の
心
を
芯
に

据
え
、前
例
に
捉
わ
れ
ぬ
勇
気
と
英
知
を
結
集
し
、新
し
い
領
域
へ
進
む
事
こ

そ
、１
５
０
万
市
民
の
付
託
に
応
え
る
術
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。自
民
党
立
党
の

精
神「
政
治
は
国
民

の
も
の
」に
則
り
、闇

の
中
の
光
を
見
据
え

つ
つ
、自
由
で
民
主

的
で
平
和
な
川
崎
市

を
創
造
す
る
こ
と
を

旨
と
し
、代
表
質
問

に
臨
み
ま
し
た
。

上:松原新議長　
下:吉沢新団長

都
市
農
業
振
興
議
連
を
発
足
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平成２9年（２０１7年）8月9日 ＜2＞見る・聴く・動く  橋本まさる市政報告
① 

真
の
分
権
型
社
会
実
現
の
た
め
国
・
地
方
間
の
税
源
配
分
の
是
正

真
の
分
権
型
社
会
実
現
の
た
め
、消
費
税
、所
得
税
、法
人
税
等
、

複
数
の
基
幹
税
か
ら
の
税
源
移
譲
を
行
い
、
国
・
地
方
間
の
「
税

の
配
分
」
を
ま
ず
は
５
：
５
と
し
、
地
方
税
の
配
分
割
合
を
高
め

て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
格
差
の
是
正
に

つい
て
は
、
法
人
住
民
税
な
ど
の
地
方
税
収
を
減
ず
る
こ
と
な
く
、

国
税
か
ら
の
税
源
移
譲
等
、
地
方
税
財
源
拡
充
の
中
で
地
方
交

付
税
な
ど
も
含
め一体
的
に
行
う
こ
と
。

② 

大
都
市
税
源
の
拡
充
強
化

大
都
市
特
有
の
財
政
需
要
や
事
務
配
分
の
特
例
等
に
対
応
す
る

た
め
、
国
・
道
府
県
か
ら
指
定
都
市
への
税
源
移
譲
を
行
う
こ
と
。

③ 

国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革

国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
、
国
が
担
う
べ

き
分
野
に
つい
て
は
、
必
要
な
経
費
全
額
を
国
が
負
担
す
る
と
と

も
に
、
地
方
が
担
う
べ
き
分
野
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助
負
担
金

を
廃
止
し
、
所
要
額
を
全
額
税
源
移
譲
す
る
こ
と
。

④ 

地
方
固
有
の
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
の
必
要
額
の
確
保
と
臨

時
財
政
対
策
債
の
廃
止

地
方
交
付
税
は
、
地
方
固
有
の
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
歳

出
削
減
を
目
的
と
し
た
総
額
の一方
的
な
削
減
は
決
し
て
行
う
べ
き

で
は
な
い
。
ま
た
、
地
方
の
歳
出
削
減
努
力
に
よ
って
も
な
お
生

ず
る
財
源
不
足
の
解
消
は
、
地
方
交
付
税
の
法
定
率
の
引
き
上

げ
に
よって
対
応
す
べ
き
で
あ
り
、
臨
時
財
政
対
策
債
は
速
や
か
に

廃
止
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
地
方
交
付
税
の
算
定
に
当
たって
は
、

大
都
市
特
有
の
財
政
需
要
を
的
確
に
反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、

各
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
予
算
編
成
に
支
障
が
し
ょ
う
じ
な
い

よ
う
に
地
方
交
付
税
額
の
予
見
可
能
性
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

⑤ 

多
様
な
大
都
市
制
度
の
実
現

基
礎
自
治
体
優
先
の
原
則
の
下
、
住
民
が
よ
り
良
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
指
定
都
市
が
提
案
し
て
い
る
「
特
別
自

治
市
」
制
度
の
法
制
化
な
ど
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な

大
都
市
制
度
の
早
期
実
現
を
図
る
こ
と
。

⑥ 

児
童
福
祉
施
策
の
拡
充

待
機
児
童
対
策
を
は
じ
め
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

充
実
、
子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
児
童
虐
待
防
止

対
策
や
社
会
的
養
護
の
充
実
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
の
た

め
財
政
措
置
の
拡
充
な
ど
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

⑦ 

医
療
保
険
制
度
の
抜
本
的
改
革
及
び
国
民
健
康
保
険
財
政
の
確
立

国
民
皆
保
険
制
度
を
安
定
的
で
持
続
可
能
な
制
度
と
し
て
再
構

築
す
る
た
め
、
国
の
責
任
に
お
い
て
医
療
保
険
制
度
の一本
化
に
向

け
た
抜
本
的
改
革
を
実
現
す
る
こ
と
。
ま
た
、
地
方
単
独
事
業

に
係
る
国
庫
負
担
金
等
の
全
て
の
減
額
措
置
を
廃
止
す
る
こ
と
。

⑧ 

イ
ン
フ
ラ
施
設
の
長
寿
命
化
対
策

国
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
計
画
的

な
維
持
管
理
・
更
新
等
に
つい
て
予
防
保
全
型
の
維
持
管
理
を
前

提
と
し
た
長
寿
命
化
計
画
な
ど
に
基
づ
く
戦
略
的
な
維
持
管
理
・

更
新
等
への
重
点
的
な
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
。

⑨ 

教
職
員
定
数
の
充
実

改
善

き
め
細
か
な
教
育
活

動
の
実
現
に
向
け
た

義
務
標
準
法
の
改
正

に
よ
る
定
数
改
善
を

実
施
す
る
こ
と
。
ま

た
、
次
期
学
習
指
導

要
領
への
対
応
や
新
た
な
教
育
課
題
に
応
じ
た
教
職
員
配
置
を
可

能
と
す
る
定
数
措
置
を
図
る
こ
と
。

⑩ 
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
実
施

介
護
保
険
制
度
を
円
滑
か
つ
安
定
的
に
運
営
で
き
る
よ
う
、
地
方

公
共
団
体
の
意
見
を
十
分
反
映
し
制
度
改
正
や
介
護
報
酬
の
改

定
等
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
給
付
費
の
増
大
に
伴
い
介
護
保
険
料

が
上
昇
し
て
お
り
、
低
所
得
者
を
中
心
に
保
険
料
や
利
用
料
の
負

担
が
重
く
な
って
い
る
こ
と
か
ら
、
更
な
る
負
担
軽
減
策
を
実
施

す
る
こ
と
。
さ
ら
に
介
護
従
事
者
確
保
に
向
け
て
必
要
な
対
策
を

講
ず
る
と
と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
指

定
都
市
が
主
体
的
に
取
組
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
地
域
医
療

介
護
総
合
確
保
基
金
に
指
定
都
市
の
配
分
枠
を
確
保
す
る
な
ど
、

運
用
の
改
善
を
講
ず
る
こ
と
。

⑪ 

生
活
保
護
の
更
な
る
適
正
化
及
び
生
活
困
窮
者
支
援
に
対
す
る

財
政
措
置

生
活
保
護
の
全
額
国
庫
負
担
、
貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
の
規
制
、
医
師
が

後
発
医
薬
品
の
使
用
を
可
能
と
判
断
し
た
場
合
の
後
発
医
薬
品

の
原
則
使
用
義
務
化
な
ど
の
措
置
を
国
の
責
任
に
お
い
て
講
ず
る

こ
と
。

⑫ 

訪
日
旅
行
の
需
要
拡
大
やM

IC
E

受
入
れ
の
た
め
の
環
境
整
備

経
済
効
果
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
訪
外
国
人
の
受
入
環
境
の
整

備
及
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
促
進
す
る
取
組
は
も
と
よ
り
、
地
域
の

特
性
に
即
し
たM

ICE

誘
致
が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う
引
き
続

き
十
分
な
予
算
の
確
保
と
支
援
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

⑬ 

難
病
法
の
大
都
市
特
例
施
行
に
伴
う
適
切
か
つ
確
実
な
財
政
措
置

難
病
法
に
お
け
る
大
都
市
特
例
の
施
行
に
当
たって
は
、
指
定
都

市
が
支
弁
す
る
特
定
医
療
費
の
支
給
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
、

特
定
医
療
に
加
え
、
人
件
費
や
電
算
シ
ス
テ
ム
の
運
用
経
費
な
ど

の
事
務
費
に
つい
て
も
国
庫
負
担
の
対
象
と
す
る
こ
と
。

⑭ 

正
規
雇
用
及
び
長
期
的
な
雇
用
拡
大
に
つ
な
げ
る
雇
用
施
策
の

推
進

国
と
地
方
が一体
的
と
な
っ
た
働
き
方
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
、

各
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
正
規
雇
用
及
び
長
期
的
な
雇
用
拡
大

に
向
け
実
施
す
る
雇
用
施
策
に
つい
て
財
政
措
置
も
含
め
て
積
極

的
に
支
援
す
る
こ
と
。

⑮ 

義
務
教
育
施
設
等
の
整
備
推
進

防
災
機
能
の
強
化
や
老
朽
化
対
策
な
ど
、
学
校
施
設
の
計
画
的

な
整
備
推
進
の
た
め
に
必
要
な
財
政
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
制

度
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

平
成
30
年
度
国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
提
案
に
つ
い
て

　

例
年
、
夏
の
時
期
に
各
政
令
指
定
都
市
議
長
会
・
市
長
会
共
同
に
よ
る
国
に

対
し
各
施
策
や
予
算
に
つ
い
て
の
提
案
・
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
、
秋
に
は

担
当
市
に
よ
っ
て
要
望
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
本
市
議
会
で
は

特
別
委
員
会
を
設
置
し
委
員
長
職
を
私
が
務
め
、
重
点
的
に
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
提
案
は
全
１５
項
目
と
な
っ
て
お
り
、「
税
財
政
・
大

都
市
制
度
関
係
」
と
「
個
別
行
政
分
野
関
係
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
私

も
１０
月
に
行
わ
れ
る
会
議
に
出
席
し
、
提
案
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

以
下
、
概
要
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〜
川
崎
市
大
都
市
税
財
政
制
度
〜

　
特
別
委
員
会
　
委
員
長
報
告

※経歴について
　平成２７年度 市民委員会委員長
　　　同 議会改革検討委員会委員長
 （２７，２８年度）
　　　同 農業委員会委員
 （２９年７月まで）
　平成２８年度 環境委員会委員
　　　同 自民党川崎市議団副団長
　平成２９年度 文教委員会委員
　　　同 大都市税財政制度調査
 特別委員会委員長


